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落合 祐介

お仕事の主な内容を教えて下さい。
落合　私は 2008 年に入社し、施設

部でプラント設備の運転や整備作業

を経験した後、企画部で新規事業の

企画、行政対応、既存設備の更新検

討に関する業務に携わりました。現

在は再び施設部に所属し、プラント

設備の修繕工事を主な業務としてい

ます。また、大規模な熱源設備更新

工事や新規のプラント建設工事では

工事管理を担当します。

お仕事に活かされているあなたの
強みや特徴を教えて下さい。
落合　私は施設部、企画部で様々な

業務に携わってきましたので、特に

新規のお客さま加入時のエネルギー

収支の検討など導入計画、都市計画

決定等の行政手続き、熱源設備およ

び洞道の設計・工事管理といった、

供給開始に至る一連の業務を、事務・

技術の両分野で経験しています。そ

れが私の強みです。今後は、現場の

実状を踏まえた熱源設備の効率的な

運用方法を習得し、新規のお客さま

加入や熱源設備更新時の検討に活か

していきたいと考えています。

お仕事の楽しさ、やりがいなどを
伺わせてください。
落合　約 10 年の業務の中で、「地域

熱供給」という言葉はご存知でも、

具体的にはイメージできないという

方々に多く出会ってきました。そこ

には、加入を検討されているお客さ

まや行政手続き等の担当者の方も含

まれます。その方々の理解を得るに

は、実際に見ていただくことが一番

と考え、プラント見学会を開催して

おります。私が工事管理を担当する

現場でも、近隣の方々に騒音などで

今後の目標をお聞かせ下さい。
落合　現在、既存のお客さまである

東京医科大学病院様の新病院建設に

伴う新プラント建設を担当していま

す。無事に 2019 年予定の竣工日を

迎えることが当面の目標です。また

将来的には、これらの経験をもとに

技術的な知識と対応力を磨き、さら

に会社の事業全般を引っ張っていけ

るような人材となることが目標です。

「	営業折衝から供給開始までの一連業務を事務・技術の両分野で体験。
	この強みを多くの人々に“熱供給のよさ”を伝えることに活用」
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見学会対応中の落合氏

ご迷惑をかける可能性があっ

た時に、実際に現場を見学い

ただき、交流を図ることで、

工事を円滑に進めることがで

きました。私もこれまでの経

験から多面的なお話ができま

したし、こうした機会を設け

て理解が得られるのは、やり

がいを感じます。


